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ファイバチャネルとFCoEのゾーニング

ファイバチャネルとFCoEのゾーニングの概要

FC ゾーン、 FC-NVMe ゾーン、または FCoE ゾーンは、ファブリック内の 1 つ以上の
ポートを論理的にグループ化したものです。デバイスがお互いを認識し、接続し、相互
にセッションを作成し、通信できるようにするには、両方のポートが共通のゾーンメン
バーシップを持っている必要があります。シングルイニシエータゾーニングを推奨しま
す。

ゾーニングを行う理由

• イニシエータ HBA 間のクロストークを削減または解消できます。

これは小規模な環境でも発生し、ゾーニングを実装する最大の理由の 1 つです。ゾーニングによってファ
ブリックの論理サブセットを作成することで、クロストークの問題が解消されます。

• 特定の FC 、 FC-NVMe 、または FCoE ポートへの使用可能なパスの数と、ホストと特定の LUN の間に
認識されるパスの数を減らすことができます。

たとえば、一部のホスト OS のマルチパスソリューションには、管理できるパスの数に制限があります。
ゾーニングを使用すると、 OS のマルチパスドライバで認識されるパスの数を減らすことができます。ホ
ストにマルチパス解決策がインストールされていない場合は、ファブリックのゾーニングまたは SVM の
選択的 LUN マッピング（ SLM ）とポートセットの組み合わせを使用して、認識される LUN へのパスが
1 つだけであることを確認する必要があります。

• ゾーンを共有するエンドポイントへのアクセスと接続を制限することで、セキュリティを強化します。

共通のゾーンがないポート同士が通信することはできません。

• 発生する問題を切り離すことで SAN の信頼性が高まり、問題の範囲を限定することで解決時間を短縮す
る効果があります。

ゾーニングに関する推奨事項

• 1 つの SAN にホストを 4 つ以上接続する場合や SAN に接続されたノードで SLM が実装されていない場
合は、常にゾーニングを実装してください。

• 一部のスイッチベンダーでは World Wide Node Name のゾーニングも使用できますが、特定のポートを正
しく定義し、 NPIV を効果的に利用するには、 World Wide Port Name のゾーニングを使用する必要があ
ります。

• 管理性を損なわない範囲でゾーンサイズを制限することを推奨します。

複数のゾーンを重複させてサイズを制限することができます。ホストまたはホストクラスタごとにゾーン
を定義することを推奨します。

• イニシエータ HBA 間のクロストークを解消するために、単一イニシエータのゾーニングを使用してくだ
さい。
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World Wide Nameに基づくゾーニング

World Wide Name（WWN）に基づくゾーニングでは、ゾーンに含めるメンバーのWWN

を指定します。ONTAPのゾーニングでは、World Wide Port Name（WWPN）ゾーニン
グを使用する必要があります。

WWPNゾーニングは柔軟性に優れており、デバイスがファブリックに物理的に接続されている場所によって
アクセスが決まりません。ゾーンを再設定することなく、1つのポートから別のポートにケーブルを移動でき
ます。

ONTAPを実行するストレージコントローラへのファイバチャネルパスでは、ノードの物理ポートのWWPNで
はなく、ターゲットの論理インターフェイス（LIF）のWWPNを使用してFCスイッチをゾーニングしてくださ
い。LIF の詳細については、『 ONTAP ネットワーク管理ガイド』を参照してください。

"ネットワーク管理"

個 々 のゾーン

推奨されるゾーニング設定では、ゾーンごとに 1 つのホストイニシエータを配置しま
す。ゾーンは、ホストイニシエータポートとストレージノード上の 1 つ以上のターゲッ
ト LIF で構成され、ターゲットあたりの希望する数のパスまで LUN へのアクセスを提供
します。つまり、同じノードにアクセスする複数のホストはお互いのポートを認識でき
ませんが、各イニシエータはすべてのノードにアクセスできます。

Storage Virtual Machine（SVM）のすべてのLIFを、ホストイニシエータを含むゾーンに追加する必要があり
ます。これにより、既存のゾーンを編集したり、新しいゾーンを作成したりせずに、ボリュームや LUN を移
動できます。

ONTAP を実行するノードへのファイバチャネルパスでは、ノードの物理ポートの WWPN ではなく、ターゲ
ットの論理インターフェイス（ LIF ）の WWPN を使用して FC スイッチをゾーニングしてください。物理ポ
ートの WWPN は「 50 」で始まり、 LIF の WWPN は「 20 」で始まります。

単一ファブリックゾーニング

単一ファブリック構成でも、各ホストイニシエータを各ストレージノードに接続できま
す。複数のパスを管理するには、ホストにマルチパスソフトウェアが必要です。ソリュ
ーションの耐障害性を確保するために、マルチパス用に各ホストに2つのイニシエータが
必要です。

各イニシエータには、そのイニシエータがアクセスできる各ノードのLIFを少なくとも1つ設定する必要があり
ます。ホストイニシエータからクラスタ内のHAペアのノードへのパスが少なくとも1つあるようにゾーニング
を設定して、LUN接続用のパスを提供する必要があります。つまり、ホスト上の各イニシエータには、そのゾ
ーン構成内のノードごとにターゲットLIFが1つだけ割り当てられます。クラスタ内の同じノードまたは複数の
ノードへのパスが複数必要な場合は、ゾーン構成内の各ノードに複数のLIFが割り当てられます。これによ
り、ノードに障害が発生した場合や、LUNを含むボリュームが別のノードに移動された場合でも、ホスト
はLUNに引き続きアクセスできます。また、レポートノードを適切に設定する必要があります。

単一ファブリック構成はサポートされていますが、可用性に優れているとはみなされません。1つのコンポー
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ネントの障害が、データ アクセスの中断を招く可能性があります。

次の図では、ホストに2つのイニシエータがあり、マルチパス ソフトウェアを実行しています。次の2つのゾ
ーンがあります。

この図で使用されている命名規則は、ONTAPソリューションで使用できる一例です。

• ゾーン1：HBA 0、LIF_1、およびLIF_3

• ゾーン2：HBA 1、LIF_2、およびLIF_4

構成に追加のノードが含まれている場合は、追加のノードのLIFがこれらのゾーンに含まれます。

この例では、各ゾーンに4つのLIFをすべて配置することもできます。その場合のゾーンは次のようになりま
す。

• ゾーン1：HBA 0、LIF_1、LIF_2、LIF_3、およびLIF_4

• ゾーン2：HBA 1、LIF_1、LIF_2、LIF_3、およびLIF_4

ホストオペレーティングシステムとマルチパスソフトウェアが、ノード上のLUNへのアクセス
に使用される数のパスをサポートしている必要があります。ノードのLUNへのアクセスに使用
するパスの数については、SAN構成の制限に関するセクションを参照してください。

関連情報

"NetApp Hardware Universe"

デュアルファブリックのHAペアのゾーニング

デュアルファブリック構成では、各ホストイニシエータを各クラスタノードに接続でき
ます。各ホストイニシエータは、異なるスイッチを使用してクラスタノードにアクセス
します。複数のパスを管理するには、ホストにマルチパスソフトウェアが必要です。

1つのコンポーネントで障害が発生してもデータへのアクセスが維持されるため、デュアルファブリック構成
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はハイアベイラビリティとみなされます。

次の図では、ホストに2つのイニシエータがあり、マルチパスソフトウェアを実行しています。2つのゾーン
があります。SLMは、すべてのノードがレポートノードとみなされるように設定されています。

この図で使用されている命名規則は、ONTAPソリューションで使用できる一例です。

• ゾーン1：HBA 0、LIF_1、LIF_3、LIF_5、およびLIF_7

• ゾーン2：HBA 1、LIF_2、LIF_4、LIF_6、およびLIF_8

各ホストイニシエータは、異なるスイッチを使用してゾーニングされます。ゾーン1にはスイッチ1からアク
セスします。ゾーン2にはスイッチ2からアクセスします。

各イニシエータは、すべてのノードのLIFにアクセスできます。これにより、ノードで障害が発生しても、ホ
ストはLUNに引き続きアクセスできます。SVMは、選択的LUNマップ（SLM）とレポートノードの設定に基
づいて、クラスタソリューション内のすべてのノードのすべてのiSCSI LIFとFC LIFにアクセスできま
す。SLM、ポートセット、またはFCスイッチゾーニングを使用して、SVMからホストへのパスの数とSVMか
らLUNへのパスの数を減らすことができます。

構成に追加のノードが含まれている場合は、追加のノードのLIFがこれらのゾーンに含まれます。

ホストオペレーティングシステムとマルチパスソフトウェアが、ノード上のLUNへのアクセス
に使用される数のパスをサポートしている必要があります。

関連情報

"NetApp Hardware Universe"

Cisco FCおよびFCoEスイッチのゾーニング制限

Cisco FC スイッチおよび FCoE スイッチを使用する場合、 1 つのファブリックゾーンに
同じ物理ポートのターゲット LIF を複数含めることはできません。同じポートの LIF を
同じゾーンに複数配置すると、接続が失われた場合に LIF ポートがリカバリできなくな
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る可能性があります。

FC-NVMe プロトコルには、通常の FC スイッチが FC プロトコルとまったく同じ方法で使用されます。

• FC および FCoE プロトコルの複数の LIF は、ゾーンが同じでなければノード上の物理ポートを共有する
ことができます。

• FC-NVMe と FCoE は、同じ物理ポートを共有できません。

• FC と FC-NVMe は、同じ 32Gb 物理ポートを共有できます。

• Cisco FC スイッチおよび FCoE スイッチでは、特定のポートの各 LIF をそのポートの他の LIF とは別の
ゾーンに配置する必要があります。

• 1 つのゾーンに FC と FCoE 両方の LIF を配置することができます。ゾーンにはクラスタ内のすべてのタ
ーゲットポートのLIFを含めることができますが、ホストのパス制限を超えないように注意し、SLMの設
定を確認してください。

• 物理ポートが異なる LIF は、同じゾーンに配置することもできます。

• Cisco スイッチを使用する場合は、 LIF を分離する必要があります。

必須ではありませんが、 LIF の分離はすべてのスイッチで推奨されます
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